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安
全
計
画
の
策
定
が

二
〇
二
四
年
度
か
ら
義
務

づ
け

　
二
〇
二
四
年
度
か
ら
学
童
保
育
と
児

童
館
で
は
、
各
事
業
所
・
施
設
が
安
全
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
（
以
下
「
安

全
計
画
」）
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
（
本
誌
二
〇
二
三
年
三
月
号

「
協
議
会
だ
よ
り
」
も
参
照
し
て
く
だ
さ

い
）。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
成
育
環
境
課
が

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
一
日
付
で
発
出
し

た
事
務
連
絡
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に

お
け
る
安
全
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
に

は
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
日
時
点
の
安

全
計
画
の
策
定
状
況
の
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
安
全
計
画
を
策
定
し
て
い
る
事
業
所

が
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
児
童
の
安
全

を
守
る
た
め
、
事
業
所
に
お
い
て
、
各
事

業
所
の
活
動
内
容
や
取
組
を
踏
ま
え
て
安

全
計
画
を
策
定
し
、
安
全
計
画
に
従
い
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
注
意
喚
起
に
協

力
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。＊

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
学
童
保
育
で
は
、
子
ど
も
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
主
に
つ
ぎ
の
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎	

来
所
・
帰
宅
時
の
安
全
対
策

◎	

学
童
保
育
の
生
活
の
な
か
で
の
事
故

や
ケ
ガ
の
防
止
と
対
策

◎	

日
常
の
衛
生
管
理
お
よ
び
、
お
や
つ
・

食
に
関
す
る
衛
生
と
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
、
食
中
毒
対
策

◎	

防
災
・
減
災
と
防
犯
対
策

◎	

感
染
症
の
予
防
と
対
策

◎	

学
校
・
地
域
組
織
・
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
力

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

全
国
連
協
）
が
作
成
し
た
冊
子
『
改
訂
・

身
体
能
力
）
を
習
得
で
き
る
よ
う
支
え
る

こ
と
、
指
導
員
が
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ

て
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　
そ
し
て
指
導
員
に
は
、
学
童
保
育
全
体

を
見
通
し
て
危
険
を
察
知
す
る
洞
察
力
と

と
も
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
体
力
や

身
体
能
力
、
注
意
力
、
子
ど
も
同
士
の
関

係
性
な
ど
を
、
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
で

把
握
し
、
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
実
際
の
場
面
で
は
、
大
人
か
ら

一
方
的
に
「
危
険
だ
か
ら
」
と
指
示
だ
け

を
し
て
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
を

選
ぶ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
う
な
ど
、

知
識
や
経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
瞬
時
の
判

断
と
関
わ
り
が
必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
自
ら
が
行
動
を
ふ
り
返
り
、
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
促
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
す
。年

度
替
わ
り
は
重
篤
な
事

故
が
起
こ
り
や
す
い
時
期

　
二
〇
二
三
年
八
月
一
日
、
こ
ど
も
家
庭

庁
が
「
令
和
四
年
教
育
・
保
育
施
設
等
に

協
議
会
だ
よ
り

テ
キ
ス
ト
　
学
童
保
育
指
導
員
の
仕
事

【
増
補
版
】』
で
は
、「
子
ど
も
の
安
定
し

た
生
活
の
保
障
」
と
い
う
項
目
の
な
か

に
、「
安
全
を
管
理
す
る
」「
安
全
対
策
・

危
機
管
理
」
を
位
置
づ
け
、
そ
の
大
前
提

と
な
る
「『
安
全
と
健
康
を
守
る
』
と
い

う
意
味
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
生
活
の
場
面

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
大
き
な

危
険
は
取
り
除
い
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
危
険
だ
か

ら
何
も
さ
せ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
自
身
が
周
り
の
状
況
や
自
分
の
体

調
な
ど
を
考
え
て
大
き
な
危
険
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
ま
す
」

　
子
ど
も
の
安
全
確
保
、
事
故
防
止
に
際

し
て
は
、
運
営
主
体
・
指
導
員
・
保
護
者

が
共
に
予
防
策
や
事
故
が
起
き
た
と
き
の

対
処
な
ど
を
話
し
あ
っ
て
お
く
こ
と
、
市

町
村
や
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
築
い

て
お
く
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
日
々
の
保
育
の
な
か
で
、
子
ど

も
が
自
分
で
身
を
守
る
力
（
感
覚
・
判
断
・
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お
け
る
事
故
報
告
集
計
」
を
公
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
教
育
・
保
育
施
設
な
ど
で

発
生
し
た
死
亡
事
故
や
、
治
療
に
要
す
る

期
間
が
三
〇
日
以
上
の
負
傷
や
疾
病
を

と
も
な
う
重
篤
な
事
故
な
ど
に
つ
い
て

二
〇
二
二
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
一
二
月

三
一
日
の
期
間
内
の
報
告
を
と
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
学
童
保
育
で
重
篤
な
事
故
が
生

じ
た
際
に
は
、
運
営
主
体
か
ら
市
町
村
、

都
道
府
県
を
通
じ
て
、
国
へ
報
告
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
公
表
さ
れ
た
こ
ど
も
家
庭
庁
の
集

計
に
よ
る
と
、
学
童
保
育
に
お
け
る
重
篤

な
事
故
の
報
告
件
数
は
五
六
五
件
で
し
た

（
死
亡
事
故
の
報
告
は
な
し
）。
　

　
五
六
五
件
の
う
ち
、
四
五
二
件
が
骨
折

で
、
一
一
三
件
は
そ
の
他
で
す
。
発
生
場

所
は
、
施
設
の
室
内
が
一
七
〇
件
、
室
外

が
三
三
六
件
、施
設
外
五
九
件
で
し
た（
本

誌
二
〇
二
三
年
一
〇
月
号
「
協
議
会
だ
よ

り
」
参
照
）。

　
ま
た
、
国
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
か
ら
、

内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
に

報
告
の
あ
っ
た
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お

け
る
事
故
の
詳
細
な
情
報
を
集
約
し
て
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
た
二
〇
二
二
年
分
の
報
告

件
数
三
七
九
件
（
二
〇
二
三
年
七
月
二
八

日
時
点
）
か
ら
、
重
篤
な
事
故
の
傾
向

を
読
み
と
り
ま
す
（
二
〇
二
一
年
〔
令

和
三
年
〕
分
の
報
告
件
数
は
、
八
二
件

〔
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
八
日
時
点
〕
に

と
ど
ま
っ
て
い
て
、
傾
向
が
読
み
と
れ
ま

せ
ん
）。

【
事
故
発
生
時
期
】
…
…
多
い
順
に
、四
月	

（
四
七
件
）、五
月
（
四
三
件
）、三
月
（
三
七

件
）、六
月
（
三
六
件
）、八
月
（
三
六
件
）、

七
月
（
三
四
件
）
で
し
た
。
二
〇
二
〇

年
ま
で
、
事
故
が
多
発
し
て
い
た
の
は
、

保
育
環
境
や
人
間
関
係
な
ど
に
変
化
が

生
じ
る
時
期
で
、
そ
の
影
響
が
推
察
さ

れ
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
の
デ
ー
タ
か

ら
は
、
年
度
替
わ
り
か
ら
夏
休
み
が
終

わ
る
ま
で
、
事
故
発
生
件
数
が
多
い
時

期
が
つ
づ
い
て
い
て
、
環
境
や
子
ど
も

同
士
の
関
係
性
が
お
ち
つ
く
ま
で
に
比

較
的
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
と
、

そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
遊
び
や
運
動
の
機
会
が
減

り
、
子
ど
も
の
体
力
・
身
体
能
力
が
低

下
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
事
故
の
発
生

件
数
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

【
時
間
帯
】
…
…
子
ど
も
た
ち
に
疲
れ
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
「
夕
方
（
一
六
時

頃
〜
夕
飯
提
供
前
頃
）」（
一
九
二
件
）
が

多
く
、「
午
後
」（
一
三
〇
件
）
と
つ
づ
き

ま
す
。
土
曜
日
や
春
・
夏
・
冬
休
み
な
ど

の
学
校
長
期
休
業
中
は
「
朝
（
始
業
〜
午

前
一
〇
時
頃
）」（
一
七
件
）、「
午
前
中
」

（
三
八
件
）
で
し
た
。

【
発
生
時
の
児
童
数
】
…
…
「
四
〇
人
以

下
」
が
二
一
三
件
、「
四
一
人
以
上
」
が

一
六
五
件
。「
四
一
人
以
上
」
の
う
ち
、

「
七
一
人
以
上
」
は
七
七
件
、「
一
〇
一

人
以
上
」
は
三
六
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
七
一
人
以
上
」「
一
〇
一
人
以
上
」
の
件

数
は
前
年
か
ら
増
え
て
い
ま
す
。

【
事
故
誘
因
】
…
…
多
い
順
に
、「
自
ら

の
転
倒
・
衝
突
に
よ
る
も
の
」（
二
一
一

件
）、「
遊
具
か
ら
の
転
落
・
落
下
」（
八
四

件
）、「
子
ど
も
同
士
の
衝
突
に
よ
る
も
の
」

（
三
三
件
）
と
つ
づ
き
ま
す
。

　
学
童
保
育
に
お
け
る
事
故
の
発
生
に

は
、
子
ど
も
の
集
団
の
規
模
、
職
員
体
制
、

施
設
環
境
、
出
席
人
数
、
保
育
内
容
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
安
全
計
画
」
の

策
定
は
、「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

を
担
う
す
べ
て
の
運
営
主
体
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
す
。
学
童
保
育
は
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
お
い
て
、
市
町
村
事
業
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
安
全
計
画
」
の

策
定
に
際
し
て
は
、
各
学
童
保
育
と
市
町

村
が
連
携
を
図
り
、
学
童
保
育
の
役
割
を

果
た
せ
る
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
全
国
各
地
で
自

然
災
害
が
あ
い
つ
い
で
い
ま
す
。
災
害

時
に
は
、
地
域
の
特
性
を
ふ
ま
え
、
市

町
村
の
基
本
方
針
を
も
と
に
し
た
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
行
政
・
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
・
地
域
組
織
と
連
携

し
た
対
応
の
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。


